















































































（ 2 ） — 189 —
日本漢文学研究６






























































 （ 5 ）— 186 —
　このほか、『日本図纂』（『鄭開陽雑著』卷四）、『四朝詩』（明詩巻 91）、『列朝詩集』












































































 （ 7 ）— 184 —
文中の「寿 70 才」とは、79 才の計算ミスであろう。この記載が正しければ、彼は『滄


























































































































































































































































































































がその次の 21 首、そして、『石倉歴代詩選』と『四朝詩』は、肩を並べて 17 首と
なっている。
　8 種の引用文献のうち、前の 6 種は詩集。1 番目の『古今禅藻集』は 28 卷、明釋
正勉・釋性通編。東晋以来明代までの高僧の詩 3 千余首を収集した、僧詩の集大成
と言われている。2 番目の『明詩鈔』は 9 巻、明遺民彭孫貽編、氏の 23 巻の『茗
齋集』に付録として収録されている。3 番目の『石倉歴代詩選』は 506 卷、明曹学
佺編。古代から明代までの詩を、古調 13 卷、唐詩 100 卷、拾遺 10 卷、宋詩 107 卷、
金元詩 50 卷、明詩初集 86 卷、次集 140 卷に編集。十二代詩選とも称せられる。4
番目の『列朝詩集』は 81 卷、清銭謙益編。明代 1700 人の詩を入れた明詩の総集。
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（ 16 ） — 175 —
そのうちの閏集には、名僧、香奩、宗室、神鬼、外夷（滇南、朝鮮、日本、交趾、
占城）の詩を収めている。5 番目の『四朝詩』は 313 卷、清張豫章等奉勅編。『御
選宋金元明四朝詩』とも言われるように、宋金元明の詩人計 5800 人の詩を収録。6
番目の『明詩綜』は 100 卷、清朱彝尊編。明初から明末までの 3400 人（遺民を含む）
の詩を収めた明詩の総集。
　詩集の他に、日本研究著書にも引用されている。7 番目の『日本図纂』は 1 卷、
明鄭若曾が著わした明代の日本研究の代表作。8 番目の『吾妻鏡補』は 30 卷、清
翁広平が撰した清代前期の日本研究の代表作。
　とにかく、以上の 6 種の詩集は、スケールが大きい、明清時代の代表的なアンソ























































　降って、20 世紀末から 21 世紀初頭にかけて、『滄海遺珠』所収の日本人の漢詩
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（２）　杉村英治「雲南の日本詩僧」、『東洋文化』復刊第 67 号、1991 年 9 月。高田時雄「六百
年前の雲南留寓日本僧」、『しにか』2 の 11、1991 年。黄光武ほか「中国・雲南に流罪と
なった南北朝時代の日本人僧たち」、『歴史街道』7、1996 年。向山寛夫「明初の訪中日
本人僧侶たちの雲南への留謫」、『國學院雑誌』第 101 巻第 4 号、2000 年。伊藤幸司「日
明交流と雲南」、『仏教史学研究』第 52 巻第 1 号、2009 年 10 月。
（３）　孫太初「明初留寓雲南的日本僧人」、『思想戦線』1980 年第 3 期。王叔式「明初旅滇的日
本僧人」、『雲南民族学院学報』1991 年第 3 期。謝道辛「大理的日本四僧塔与到大理的日
本僧人」、『白族文化研究』、北京、民族出版社、2002 年。古永継「明初的中日関係与寓







































（19）　高田時雄「六百年前の雲南留寓日本僧」、『しにか』2 の 11、1991 年、20 ページ。





























版社、2003 年初版、2009 年第 4 刷、282 ページ。
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卷 95 卷 21
2. 題竜関
水楼
同上 同上 同上 卷 4 同上
3. 次韻惟
心見寄
同上 同上 同上 同上
4. 贈李生 同上 同上 同上 同上
5. 送僧帰
重慶


































































4. 送別 同上 同上 同上 同上
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5. 挽逯光
古先生
卷 22 同上 同上 同上 同上













































同上 明 詩 卷
116 七 言
絶句十六
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図録 1
日本漢文学研究６
 （ 25 ）— 166 —
明代雲南に残した日本人の漢詩
（ 26 ） — 165 —
